



























The Study of Social Well-Being and Development







重要性の示唆を前提に, 研究は特別養護老人ホーム職員の寺院に対する意識調査, 実践としての取組み ｢また
きてカフェ in 報恩寺 (認知症カフェ＝居場所づくり)｣ への参加者, スタッフに寺院のイメージや参加して
の意識についてアンケート調査・インタビュー調査を行い把握した. 結論として①福祉サイドからの寺院住職
へのアプローチ, ②住職寺院による福祉的知見の意識化, ③地域住民・地域住民組織としての寺院への地域に
おける位置づけの意識化, ④内心の自由, 公私分担論の検討, ⑤交通弱者や寺院の非バリアフリーに対する物
的環境条件の整備等を通すなかで寺院が開放されることにより, 住民も寺院も社会資源として認識することが
でき住民からの福祉的活用が可能となると結論づけた.
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齢社会に向けて 70 歳までの就業の確保, 年金受給開
始年齢の引上げ等が強調されている. ｢地域共生社会｣
は ｢制度・分野ごとの 『縦割り』 や ｢支え手｣ ｢受け
手｣ という関係を超えて, 地域住民や地域の多様な主
体が 『我が事』 として参画し, 人と人, 人と資源が世
代や分野を超えて 『丸ごと』 つながることで, 住民一
人ひとりの暮らしと生きがい, 地域をともに創ってい
く社会｣ (2017.2.7 厚生労働省) とされている. ｢地域































ることとなった. 今日, 神社は約 81,000 社, 寺院は
約 77,000 寺あるとされる (文化庁宗教年鑑 2018).
人口減少に伴う檀信徒の減少, 後継者の減少, 都市と
地方の格差, 家の宗教から個人の宗教への変化等によ














図 1 は野口が作成した ｢地域包括ケアの構図―点と



























を高めることのできる, ｢信頼｣ ｢互酬性の規範｣ ｢ネッ




から考察したのが, 伊藤高弘 (2017) らである. 伊藤


































(大谷 2012：36) と述べている. 島薗はアメリカの宗
教学者カレン・アームストロングやオーストラリアの
社会学者アラン・ケリヒアが提唱しているコンパッショ




う構想を紹介し, ｢共感都市｣ ｢共感の倫理｣ を解説


















からは 2016 年度に 『生き活き寺院 1 寺院 1 事業の
手引き[入門編] (福祉活動・福祉活動)』 が発行され,
地域のあらゆる人びとが集える ｢生き活きになるため






で法的な検討を試みる. 憲法第 89 条には公の財産の


























一方で島薗は宗教の ｢公害性｣ にも触れている. お
寺が現代の痛みについて人の痛みに鋭敏であれば, 従
来のお寺の活動とは違う活動に伸びていくことは自然

























は, ｢最大判昭和 52.7.13 津地鎮祭事件｣ において国
家が宗教とのかかわり合いをもつことを全く許さない
とするものではなく, 宗教とのかかわり合いをもたら






WHO (世界保健機関) は 1998 年執行理事会で健
康の定義を 1) 肉体的な健康, 2) 精神的な健康, 3)
社会的な健康に加え, 4) spiritual health (直訳：霊
的な健康) が必要であると議決した. 人々の霊的な健












































調査時期：2017 年 12 月～2018 年 1 月. 対象施設：






② ｢またきてカフェ in 報恩寺｣ (居場所づくり＝認
知症カフェ) に参加した市民の意識を把握するため
に, 1 回でも参加した 81 名に対してアンケート調
査を行った. 回答は匿名郵送方式で返送を依頼した.
2019 年 5 月に郵送にし, 41 名から回答を得た.
③ ｢またきてカフェ in 報恩寺｣ 参加者から 3 名 (82
歳・89 歳・92 歳) を選んで半構造式インタビュー
調査を実施した. 実施時期：2019 年 10 月
④ 地域福祉住民組織として ｢またきてカフェ in 報
恩寺｣ の運営スタッフを対象に記述式アンケート調















役割に対しては ｢葬式, 法事をする｣ ｢墓や位牌を管



























② ｢またきてカフェ in 報恩寺｣ 参加者アンケート調
査
表 3 は ｢またきてカフェ in 報恩寺｣ の実績であり,
2018～2019 年度に渡り 11 回を開催している. 表 4・



















ｃ： 1 日, 誰とも話をしない高齢者が増えている.
どうして参加してもらうか難しいが, 地道に活動を
続けていくしかないと思う. d：昨年 9 月に股関節
の手術をしてから 6 ヶ月が経った. 現在, 要支援 1
でリハビリを受けているが, 出来る限り参加したい





































③ ｢またきてカフェ in 報恩寺｣ 参加者インタビュー
調査
対象は 82 歳・89 歳・92 歳の全員女性でいずれも夫
に先立たれ, 1 人暮らしでありうち 1 人は息子にも先
立たれていた. 実施時期：2019 年 10 月
｢またきてカフェ｣ の参加者においては, アンケー





















表 ｢またきてカフェ in 報恩寺｣ 開催実績 (～年度)
開 催 日 テ ー マ 参加者 要員関係者 計
第 1 回 5 月 25 日
お寺でちょっと一息しませんか. 住職の法話と紙芝居,
別室でちょっと一服
40 人 24 人 64 人
第 2 回 7 月 27 日
介護なんでもおしゃべり会・ハーモニカ演奏となんでも
おしゃべり
10 人 22 人 32 人
第 3 回 9 月 28 日
法話を聞いて心を癒し, ミニお好み焼きを食べてほっこ
り. 日常生活の悩みや愚痴など自由におしゃべり
28 人 25 人 53 人
第 4 回 11 月 30 日
お寺のよもやま話と看護師さんの生き生き健康相談・大
型紙芝居 ｢おだんごころころ｣
32 人 17 人 49 人
第 5 回 2 月 1 日
しずおか音楽サークルハープ演奏と大型紙芝居・なんで
もおしゃべり
52 人 14 人 66 人
第 6 回 2019 年 4 月 10 日 14 筋体操と法話 30 人 10 人 40 人
第 7 回 5 月 27 日 座禅体験 57 人 15 人 72 人
第 8 回 6 月 30 日 お墓の話 講演会 47 人 11 人 58 人
第 9 回 9 月 11 日 転ばない歩き方 42 人 13 人 55 人
第 10 回 11 月 13 日 介護なんでもおしゃべり会 ｢認知症を学ぼう｣ 50 人 20 人 70 人
第 11 回 2 月 19 日 介護なんでもおしゃべり会 ｢傘踊りとおしゃべり｣ 50 人 14 人 64 人
表 お寺の環境イメージ



















合 計 46 100.0％












































・自分の認知症予防ですかね. 1 人でこうしているから, なるべく人と接したいという. それが一番ですね.












































考察である. 最後に実践場所である K 市は人口
























1 ) 図 1 は野口定久が日本福祉大学大学院鶴舞福志塾講義
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